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0.事業所概要

【法人名】有限会社 いきいきリハビリケア
【事業所名】いきいき稲富デイサービスセンター

サービス種別 通所介護

所在地 福岡県八女市稲富

定員 定員 通所４３名

特徴

リハビリ重視型のデイサービスセンター。
一日をただ過ごすだけでなく、生気にあふれ、
活気のある本来の「生活」を目指します。
普段当たり前にできる生活を当たり前にする
ためのサポートをリハビリやcare(ケア)を通し
て行い、自分らしい生活を支える支援を行っ
ています。



33

１.開催日： 2021年１1月1日

２.開催方法： 対面

３.参加者： いきいき稲富デイサービスセンター
スタッフ一同

4.研修で学んだテーマ
• PDCAサイクル
• ６つのステップ
• ５Sと３M
• OJTの仕組みづくり

1. 伝達者による研修会の開催の概要

参考となる写真などあれば張り
付けましょう！
例：会議風景
例：ホワイトボードにかきだした
事など
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１.取り組みメンバーの選出
いきいき稲富デイサービスセンター 正社員
介護福祉士 ６名、作業療法士 １名

２.介護サービスにおける生産性向上のとらえかたについて、メンバー全員が理解する。
「大変な事に巻き込まれた」という気持ちが大きかった

↓
取り組む事によってスタッフ・利用者様のために繋がってくる

３. 日常業務の忙しい中、メンバーがそろって取組を進めるためにどのようなルールや対策を講
じましたか？

①終礼で話し合う
②1回の話し合う時間は10分以内
③話し合う内容を明確にしておく

2. 改善活動の準備
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気づきシート（グルーピング）
気づきシートを使って、何を話しましたか？
⇒業務の中で気になっている事を考えてもらった。
どのような気づきがありましたか？
⇒スタッフ間の連携が課題だと分かった。

3. 現場の気づき・困りごと

推進役の方へ
どんな事を心掛けましたか？

⇒趣旨や意義、期間、取り組み方を説明した後、
負担はかからない事を伝え、不安を取り除くようにした。

どんな事に困りましたか？
⇒スタッフに伝える時に不安を取り除く伝え方、
主体的に発言して欲しい協力要請の仕方が難しかった。
どう伝えるか頭を整理したうえで伝達しないと、逆に不安にさ
せてしまう事が分かった

どんな気づきがありましたか？
⇒最初が肝心！！スタッフへの説明は丁寧にしていく。
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4. 課題の全体把握

ゆるやかな因果関係づくり
（原因・結果・悪影響）

グルーピングの多い所、良く出た項目は何
でしたか？
⇒スタッフ間の連携（教育体制）・送迎
関係

それをもとに「原因」→「結果」→「悪影響」
に一方向でつないでいくプロセスを体験しま
したね。
何が難しく感じて、どう考えて進めました
か？
⇒出来ていると感じていた所が出来てい
ない所が分かった。
（不参加のスタッフに課題点を不安を与え
ないようにどう伝えるか難しかった。）
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5. 課題の明確化

課題の明確化
どうやって課題を明確にしましたか？
⇒原因から考えて悪循環に繋げていった

どこから取り組むか、どうやって決めました
か？
⇒最終的に原因となるものに対して、そこ
から繋がりが多いものにした

推進役の方へ
どんな気づきがありましたか？
⇒業務時間調査をするにあたって、どうしたら協力してもらいやすくなるかいくつか
考えた上で提案していく。
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6. 改善方針

１．業務の効率化

この結果を生かして

2．ケアやサービスの質の向上
スタッフに時間ができる事により、普段できなかったアクティビ
ティの提供や利用者様への関わりが出来るようになり、利用
満足度が上がる

スタッフ1人1人で臨機応変な行動が取れるようになり、ス
タッフ間の連携、業務効率に繋げる
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6. 改善方針
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7. 課題を解決するための計画
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8. 取り組みの内容

どのような取組をしましたか？かきだしてみましょう！
業務時間調査
改善方針シートの共有・今後の動き方に対して自分の役割の確認

どのような成功体験がありましたか？かきだしてみましょう！
調査の仕方に対して、自分の意見や想いも大事だが、チーム全体で動く事を想定して考えてみ
るように伝えた。メリット、デメリットを考えてもらいながらみんなの事を考えた答えを言ってくれた。
業務時間調査は１日をビデオに記録するようにした。少しの隙間時間で１人１人の普段やって
いる工夫点が見えた。

推進役の方へ
どんな気づきがありましたか？
⇒選択肢を与える事で意見が割れるので、不採用になってしまった案を選択したスタッフ
のアフターフォローが難しかった。モチベーションを下げないように声掛けし、調査に協力
してもらえるような促しが必要。
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9．取り組んだ結果

取組前と取組後の比較

（取組前）

業務の交代の仕方
や考え方等のマニュ
アルがなかった

（取組後）

出し合った意見
をもとに
マニュアルを
作成
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10. 振り返り

振り返りで出た意見
菜園活動など、スタッフの見守りが二手に分かれてしまう事でも提供できるようになった。
利用者共同作品の掲示を終礼後にしていたが、日中に利用者様と掲示できるようになった。
計画書類の作成開始時間が全体的に早くなった。
上司からの指示が優しくなった。
全体的に、少しの空き時間でも何かしようとする意識が付いた。
スタッフ間での話し合いの場を多く作れるようになり、何を考えているのか等、
スタッフ間でのコミュニケーションが取れた。
マニュアルを作った事で、空いた時間で何をするか明確化されたので、指示が出しやすくなった。
バタバタしなくなった事で忙しそうな雰囲気が減ったように感じる。
利用者様の話が聞きやすくなって、今後のリハビリのアプローチの仕方の検討時間が増えた。
利用者様に関わる時間が増えて仕事が楽しくなった。
事業所がキレイになった。
事業所全体の雰囲気が明るくなった。
指示が無くても動けるようになった。

推進役の方へ
どんな事を心掛けましたか？
⇒名前は無記名にし、誰が書いたものかが分から
ない状態にした。
⇒どんな些細な事でも記載してほしい旨を伝えた。



1414

11. 練り直し

推進役の方へ
どんな事を心掛けましたか？
⇒スタッフが出してくれた意見を尊重し、全体で解決したいと思っている事を課題にあげる事で
全体のモチベーションを上げるようにした。

練り直し案
改善したマニュアルが風化しないように、個人が持っている会社のマニュアルの中に入れ
込んでいつでも確認出来るようにする。

新しい練り直し案
業務改善し、日中の時間の効率化が出来たので、送迎開始までの時間の改善を行っ
ていく。
さらに、車両への乗せ込みから出発までの時間を短縮させることによって、帰社時間の
短縮へとつなげる仕組みを作る。
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☺これから実践をしようとしている方へ☺

• グループ内での横展開などを目指している方や、これから業務改善への取組をしようとしている方へ、メッセージを記
載下さい！！！

改善活動はチーム全体で動いていくので、スタッフ全員の理解と協力が必要です。１番最初の説明が
大事になってきます。急に言われたスタッフは「大変な事に巻き込まれた」という気持ちが大きく、不安を
取り除く説明と、改善活動することでどうなるのかや、最終地点の共有をしておく必要があると感じまし
た。
これまで「何となくやっていた事」を見直し、「小さな成功体験」を積み重ねていく事で一人ひとりの自信
に繋がっていきました。具体的に動いていく事で１人１人にイメージが湧き出し、意見を出してくれるよ
うになりますが、全体を見たら付いていけてないスタッフもいると思うので、現在どう感じているのか等の個
別のコミュニケーションも大切になってくると思います。そうしていく事で、個別での信頼関係が強くなり、
活動自体も進めやすくなります。さらに、普段の事業所間での連携にも繋がってくると思います。
推進者は１つ１つの説明やスタッフへの対応を大事にし、小さな成功体験を共有し、繰り返す事が大
切だと感じました。


